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第 3 章「知覚」では，種々の知覚実験を通して，従来の研究報告における (1)日本語話者は米語/r//1/音が聞き取れな
い， (2)米語話者は/r//1/音を範曙的に知覚するのに対して，日本語話者は連続的に知覚する，という結果に加えて，以
下の点を明らかにした。 (1旧本語話者は米語話者が/r/ または/1/と同定する音声の一部を/w/ と同定する。 (2)個人差を
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考慮、した分析により知覚のストラテジーがより明らかになる。 (3)日本語話者は呈示された刺激範囲の影響を米語話者
に比較して強く受ける。 (4) 日本語話者は米語話者とは異なる手掛かりを用いて/r//1/音を同定している。 (5) 日本語話
者の/r//1/音知覚は，ターゲットの/r/ または/1/を含んでいる単語の主観的親密度の影響を強く受ける。これらの結果
から，日本語話者が米語/r//1/音を知覚する際のストラテジーが明らかになった。
第 4 章「生成j では，発話音の音響分析を行い，第 3 章で明らかにした日本人が用いる知覚の手掛かりが，生成で
も用いられているかどうかを検討した。その結果， /r/ と/1/を区別する手掛かりとして，米語話者は知覚・生成ともに
第 3 フォルマントを用いていたのに対して，日本語話者は知覚・生成ともに第 2 フォルマントを用いていた。知覚と
生成ともに同じストラテジーを用いることから，第二言語音の獲得過程における知覚と生成の聞のリンクの存在が示
唆された。


























して， 7 , 8 歳の年齢段階を見い出したが，これを打破する訓練の方法についても，実験結果に基づいて示唆を与え
目的に至る研究プロセスが論理的に一貫性を有しており，明快に組み立てられた論文である。 10作.間にわたり，延べ
800人におよぶ被験者について実験を行い，日本人のみならず，比敷対照群として帰国子女，米国人をも被験者とした
こと，さらに，人工音合成による微細な刺激音の作成，厳密な実験条件の統制，最新の音声分析装置ならびにコンピ
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ュータを駆使してのデータ解析など，困難な条件を克服しての実験的成果であった。動務先における研究環境を十分
に生かし，高度の機器・装置を用いて徽密な計画の下に積み上げられた実験といえる。
そして，さらに特筆される点は，成果を第二言語獲得学習に応用せんと企図したことであり，実験室内の基礎的研
究のみにとどまることなし実用面に生かした点である。(論文完成後，言語学習ソフトの開発に着手し，成績を得て
いる。)言語教育の現場における方法論的寄与など，今後の展開が期待されるところである。
以上のごとく本論文は，長年の真撃な研究の成果であり，その独創性，将来性において，高い学術的価値を有する
ものである。
審査委員会は，本研究科における学位請求論文として，質量ともに十分のものであると判定した。
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